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　「水圏機能材料」において高分
子と強く相互作用し凍らない水
として機能する水分子の運動性
が重要となります。そこで、多
数の水分子が協奏することでい
かに水素結合が破断・結合する
かを正確に理解することが鍵と
なります。本研究では、分子動
力学シミュレーションを用いて
水素結合ネットワークを通した
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凍らない水において多数の水分子が協奏して
引き起こされる水素結合ダイナミクス

　近年、周波数変調原子間力顕微
鏡（FM-AFM）や三次元走査型力
顕微鏡（3D-SFM）技術の発展に
より、固液界面構造の原子・分子
スケール計測が可能になりまし
た。一方で、従来の計測例は原子・
分子レベルで平坦かつ安定な表面
が多く、表面や界面構造が動的に
変化する様子や不均一な試料など
の解析はほとんど達成されていま
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高速広域三次元走査型力顕微鏡による固液
界面構造・現象の原子・分子スケール計測

水圏機能材料の学理深化を目指します。特に、マルコフ
状態モデルにより水素結合破断の遷移過程を抽出し、水
分子の協調的運動を特徴付ける理論的技術を確立します。

せん。本研究では、これらの技術を幅広い材料／水界面
の二次元・三次元サブナノスケール解析へ用いるための
技術開発及び応用研究に取り組み、原子・分子スケール
固液界面計測技術の確立を目指します。


